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統合オペレーションを取りまく環境  
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なことになった。有名な前川レポートが出て、  

「内需拡大」で日本はこの円高ショックを何と   

か乗りきり、80年代の繁栄を言匝歌した。  

そしてバブル景気がやってきて、これが19   

90年（平成2年）10月にはじけて破れた。  
「バブルショック」である。これが解決策は日  

本の構造改革、「パラダイムシフト」であると言  

われ続けたが、小泉内閣になってもまだもがい  
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1．はじめに  

経営とは「変化への対応である」といわれて  
久しい。日常の経営のオペレーションについて  

わが学会は40年以上にわたって「経営の科学」  
を標律して研究成果を世に問うてきた。そして  
いま、新しいパラダイムの中での「経営の科学」  

としての「オペレーションズ・リサーチ」が求  

められている。【1］   

従来の価値の源泉である「財」を生み出す製  

造業中心の世界から、利用することで価値を生  

み出す「サービス」業の比率のより大きな世界  

へと社会はシフトしている。   
財・サービスのきめ細かい迅速な提供が不可  

欠になり、「開発・調達・製造・流通・販売・回  

収」一貫プロセスを相互に結合し、関連付けた  
複数のオペレーションを統合オペレーションと  

呼び、その典型としてSCM（サプライチェー  
ン・マネージメント）が話題になっている。［2］   

この「統合オペレーション」を戦略・マネー  

ジメントを含めて広く、深く研究するためには  
日本を中心とする世界が今どんな「変化」を受  
け、どんな環境のもとでの経営・オペレーショ  

ンが求められているのかを整理しておくのも無  

駄ではあるまい。   
本報告は思い付くままにパラダイムシフトの  

例を列挙し、変化、変革の背景をさぐり、経営  

が対応すべき「変化」を整理したものである。   

2．パラダイムシフト  

日本経済は戦後55年の間に3つのショック  

を受け、最初の2つは乗り越えたが3つ目はま  
だ乗り越えられないで苦しんでいる。これを筆  
者は「ショックモデル」と呼んでいる。  

1973年（昭和48年）、中東の国々（OP  

EC）が談合して石油を70％近く値上げした。  

「石油ショック」である。どういうわけかスー  
パーマーケットからトイレットペーパーが姿を  

消した。堺屋太一の「油断」がベストセラーに  

なった。各企業は輸出に力を入れ、日本は「輸  
出拡大」でこのショックを乗り越えた。  

1985年（昭和60年）9月、ニューヨー  
クのプラザホテルでドル高是正が合意され、  

ている。ルールや規範を変えるということ  

なわち「パラダイムシフト」は大変難しい  

なのである。［3］  
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しかし世界でも、日本でも「パラダイムシフ  

ト」の具体例は探せば結構あるものである。我々  
を取り巻く環境は確実にパラダイムシフトして  

いるのである。それらを次に列挙する。順序は  

思い付くままで、順不同であることをお許し願  
いたい。   

（1）価値の源泉   

経済的な価値を持っているもの、価値を生む  
ものが従来は「土地、エネルギー、マテリアル」  

であったものが、「情報、知識」に変わってきて  

いる。  

（2）経営目標   

大きいことはいいことだという「規模り経済」  

（スケールメリットの追求）から、「範囲（スコー  

プ）の経済」（得意分野に事業を絞る、選択と集  

中）になり、さらに「連結の経済」（連結会計、  
パートナリング、アウトソーシング）になろう  

としている。  

（3）組織構造   

「ピラミッド型」から「自律分散型（フラッ  

ト型）」になりつつある。  

（4）経済の牽引役   

国民経済の牽引役が「生産者」から「消費者  

（生活者）」に移った。  
（5）主要な経済拘束条件   

経済成長を拘束するものが「資本」であった  

時代から、「創造性（知識）」の時代に変った。  

（6）環境問題   

昭和40年代には「公害問題」が騒がれた。  

1972年12月に発行された有名なローマク  

ラブ報告「成長の限界」で地球資源が有限であ  

ることから「地球環境問題」が世界中から注目  

された。そして持続可能な成長を維持するため  
に、エネルギーを含む「資源循環問題」に取り  

組まねばならないという時代になった。  

30円だったものが、1年後に1ドル  1ドル  2
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（7）科学技術   

ニュートン、ガリレオ、デカル  

アインシュタイン、量子力学学者  

3．2 情報通信革命  

この40年間のコンピュータの進歩はめざま  

しい。最初は「データ」（数字）を処理していた  
が、次には「情報」（文字）を処理するようにな  
り、最近は「知識」を処理するようになってき  

た。つぎはなんであろうか。「知恵」という人も  
いるし、「感性」という人もいる。   

通信の進歩もめざましい。「音声」の伝送から、  

「文字、画像、映像（動画）」となり、それがア  
ナログ伝送からデジタル伝送になり、ネットワ  

ークの構造も大きく変り、ついにインターネッ  

トの時代になった。2001年1月末のインタ  
ーネットで接続された全世界ホスト数は1億  
957万台、日本は464万台という調査結果  
が示されている。［4］   

この情報と通信が統合された情報通信革命を  

支えている技術が半導体であり、あらゆる機能  
が「システムオンチップ」の掛け声の下、微細  

加工技術（最近は0．13ミクロンというテク  
ノロジー）に支えられて、小さなワンチップに  
なっていく。   

株の世界ではインターネットバブルが 破裂し  

たといわれているけれど、このICT革命によ  
り、新しいビジネスモデルがこれから無限に生  

まれてくるであろう。   

4．むすぴ  

テイラーの科学的管理、TQM、JITそし  
てORの数々の最小化、最大化、最適化の手法  
はビジネスや技術の変化のゆっくりした時代に  

は威力を発揮したが、21世紀を迎え第3ミレ  
ニアム（千年紀）の荒れ狂う激動の時代を乗り  
切るためには、戦略・マネージメント・オペレ  

ーションをインテグレートした「統合オペレー  

ション」の研究開発が必須である。そのための  
第1歩は我々を取り巻く環境の認識から始まる。  
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雑系理論家の時代にシフトした。  
技術でのもう一つの大きなパラダイムシフトは  

アナログ技術からデジタル技術への変化である。  

（8）文化の表現   

クラシック音楽、ルネッサンス絵画からブル  

ースとジャズ、現代美術へ、さらに音楽はロッ  

クにシフトしている。  

（9）リーダーシップの意味   

命令と管理の時代から、従業員の自律性、ビ  
ジョンの提示へと変化している。  

（10）組織の原理   

徹底した「分業」から「価値の共有ト（マイン  
ドの統合）にシフトしようとしている。  

3．経営が対応すべき「変化」  

現在の経営に突きつけられている課題は収益  

の柱になっている基幹事業とそれを支える技術  

をしっかり守りながら、新しく立ち上がってき  
つつあるビジネスモデルと技術との新旧渾然と  

交じり合った中で最適解を見つけねばならない  

ことである。リアルな世界での事業とバーチャ  

ルな世界（インターネットの発展）をどのよう  
に組み合わせていけば最適なオペレーションが  

できるのか。   

このような課題を突き付けている大きな「変  
化」はグローバリゼーション（メガ コンペティ  

ション）とデジタル革命（ICT革命）と呼ば  

れるものである。   

3．1メガコンペティション  

世界の大競争時代は、1989年11月、ベ  
ルリンの壁が開放され、12月の米ソ・マルタ  

会談で冷戦が終結したことに始まる。そして新  

興経済国として東南アジア（韓国、台湾、タイ）、  

中南米諸国（メキシコ、チリ）、アジア諸国（中  
国、インド）が台頭してきたことが背景となっ  

てメガコンペティションが本格化したといえる。   

ロシア、中国を包含した市場経済システムの  

拡大・統合が進み、すべての国がWTOに加盟  

するところまできている。新興経済国の目をみ  

はる経済成長は一時的な挫折はあったものの有  

望な新興「市場」として出現したともいえる。  

そして国際分業化が進み、競争国がたくさん生  
まれた。，   

このようなメガコンペティションの時代にな  

って、日本の企業は価格競争に耐え、製品開発  
の現地化を進め、生産の世界展開をはかり、つ  

いに事業の世界展開をするところまできた。ま  
さにグローバリゼーションの時代をトップ企業  

は生きているといえる。  
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